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古
典
は
屡
滑
或
る
時
代
の
砒
會
的
特
殊
相
若
く
は
其
の
動
向
の

上
に
同
顧
さ
れ
る
こ
と
溺
あ
る
o
斯
や
う
な
回
顧
が
そ
の
ま
茎
に

古
典
研
究
の
上
向
を
示
す
も
の
で
は
な
い
に
し
て
む
、
其
都
度
の

趣
向
の
箆
つ
た
覗
方
は
今
ま
で
の
『
傳
醗
』
的
解
繹
を
覆
へ
す
有
力

な
異
詮
と
な
つ
て
現
は
れ
さ
へ
す
る
。
恩
ひ
つ
恥
た
儘
に
其
の
一

例
を
暴
げ
て
み
る
な
ら
、
從
來
プ
ラ
ト
葛
的
理
想
観
を
超
刺
す
る

こ
と
の
な
い
一
篇
の
政
治
詩
と
観
ら
れ
て
ゐ
た
ト
マ
ス
・
モ
ア
馨

　
　
　
　
　
文
麟
紹
介

の
『
昌
ト
ー
ビ
ア
』
に
就
い
て
も
斯
や
う
な
こ
と
が
窺
は
れ
る
o

濁
遙
に
於
け
る
歴
史
學
の
構
威
オ
ン
ヶ
ン
敏
授
は
曾
で
彼
の
著

『
ト
｝
ス
㊥
モ
ア
ー
の
ユ
ト
ー
ビ
ア
と
國
家
學
に
於
け
る
穫
力
問

題
』
（
男
O
g
寄
見
ご
げ
　
眉
ε
鷲
麟
画
雷
岨
ぎ
3
器
髭
g
器
爵
β
傷

島
器
竃
”
畠
な
3
屠
o
認
置
畠
臼
誓
器
琶
魯
一
〇
一
鵠
①
箆
霞
詳
薦
効
諾

N
N
・
）
に
於
恥
て
、
殉
ユ
ト
，
ビ
ア
』
を
一
種
の
円
政
治
的
網
領
』
、
で

あ
る
と
観
る
解
繹
に
立
つ
て
、
其
の
島
國
物
語
が
マ
キ
ヤ
ペ
リ
聖

の
『
権
力
國
家
』
に
封
立
す
る
『
厚
生
國
家
』
の
外
観
を
示
す
に
も
か
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六
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獣
紹
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』
は
ら
ウ
、
植
民
論
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
版
圃
を
目
標
と
す
る
帝

國
主
義
的
企
策
が
隠
さ
れ
、
載
与
論
に
は
マ
キ
ヤ
ベ
リ
ー
読
鑓
較

ぺ
て
遙
か
に
危
険
極
ま
る
胃
徳
的
誘
因
の
含
嚢
れ
て
ゐ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
ゐ
る
が
、
斯
や
う
な
新
解
禰
は
二
十
世
紀
に
於
け
る
融

會
の
動
向
と
其
の
反
省
的
態
度
の
上
に
試
み
ら
れ
た
批
朝
の
手
近

か
な
一
例
で
あ
る
。
蓋
し
、
政
治
思
想
の
総
ぺ
て
は
．
其
時
々
の

歴
史
の
動
き
に
制
約
さ
れ
る
多
少
と
も
時
舗
的
性
絡
を
も
つ
が
、

逡
去
の
政
治
恵
想
に
封
す
る
吾
鳶
の
解
繹
、
批
判
の
態
向
も
患
た

歴
史
の
不
斯
に
前
向
す
る
渦
程
に
多
く
は
反
動
的
形
態
を
以
て
現

は
れ
る
其
の
逆
向
性
を
通
し
て
彊
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
最
近
に
於
け
る
藍
會
の
現
實
及
び
其
の
思
想
は
個
盟
と
し
て
の

個
人
と
全
髄
と
し
て
の
國
家
肚
會
と
の
關
係
を
後
者
の
歴
史
的
、

政
治
的
，
丈
化
的
、
道
徳
的
上
位
性
の
認
識
的
立
場
か
ら
統
合
せ

ん
と
す
る
上
か
ら
の
肚
會
秩
序
の
問
題
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
斯

る
全
盟
主
義
的
動
向
は
、
復
古
観
念
を
外
廓
と
す
る
國
家
主
義
思

想
の
政
治
的
賓
践
で
あ
る
が
、
其
の
内
面
的
素
地
に
は
、
斯
る
恩
葱

を
資
跳
の
可
能
な
る
範
園
に
導
く
経
濟
的
自
由
の
杜
食
的
破
綻
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

窺
ら
れ
る
。
即
ち
、
鋤
建
繭
禽
崩
壌
後
の
全
饅
主
義
的
政
滑
は
、

原
則
と
し
て
資
本
主
繭
の
進
展
過
程
と
の
聯
鎮
に
於
い
て
理
解
さ

れ
る
反
動
的
統
制
形
態
の
岡
嗣
面
を
一
慮
具
へ
て
ゐ
る
と
謂
へ
や

う
。
睨
前
の
既
の
融
禽
動
向
に
適
ぱ
し
く
同
顧
さ
れ
る
古
典
政
渚

恩
想
の
中
、
其
の
構
想
の
襯
面
に
最
近
の
融
會
相
と
外
形
的
に
契

合
す
る
も
の
を
も
つ
ホ
，
プ
ス
の
思
想
を
畢
げ
る
こ
と
が
脅
豊

る
o
就
中
、
人
間
鑑
活
の
蹴
・
位
た
る
偲
盟
と
し
て
、
ま
た
其
の
一
面

に
組
織
的
全
髄
の
輔
因
子
た
る
二
璽
惟
に
説
か
れ
る
個
人
と
國
家

と
の
、
た
と
へ
其
れ
が
ロ
，
ク
に
ま
さ
る
『
傭
曲
な
個
人
主
義
』

の
隠
蔽
に
過
ぎ
な
か
ら
う
が
、
と
も
か
く
凋
自
の
全
盟
親
的
秩
序

に
、
從
つ
て
を
た
原
則
と
し
て
斯
る
秩
序
形
態
を
基
礎
づ
け
る
プ

ル
ジ
一
ア
的
贅
本
主
義
の
濃
農
と
之
と
相
關
す
る
國
家
継
會
主
義

蓮
動
の
近
枇
民
族
圃
家
の
理
想
に
胴
果
的
な
解
繹
と
統
曽
と
を
興

へ
て
ゐ
る
と
謂
ふ
鮎
に
就
い
て
、
吾
々
は
或
る
意
味
で
の
哩
サ
ゾ

ィ
ア
サ
ン
』
の
再
生
鴎
聯
想
す
る
。
謂
ふ
・
ま
で
竜
な
く
、
ホ
ッ
プ

ス
の
時
代
の
英
國
は
薔
薇
職
孚
以
策
衰
勢
に
あ
つ
た
封
建
貴
膜
の

チ
昌
5
ド
ル
王
制
に
よ
る
腿
迫
或
は
宗
藪
”
改
革
の
肚
禽
啓
蒙
が
反
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動
的
に
郷
紳
、
富
豪
を
肚
會
の
前
面
に
登
場
せ
し
め
た
時
代
で
あ

つ
た
。
そ
れ
に
．
前
世
紀
來
の
通
商
貿
易
の
褻
逡
或
は
『
藩
籠
占

有
』
に
基
因
す
る
農
業
革
命
を
契
機
と
し
て
加
瑠
さ
れ
た
彼
等
の

富
は
其
の
肚
會
的
地
位
を
完
全
に
プ
ル
ジ
響
ア
形
態
に
ま
で
褒
展

せ
し
め
て
ゐ
た
o
ホ
，
ブ
ス
の
政
治
恩
想
は
斯
る
時
代
の
資
本
家

駒
嚢
展
の
肚
會
相
に
浩
う
て
理
解
す
る
時
に
の
み
其
の
特
質
を
肯

定
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
リ
ゾ
ィ
ア
サ
ン
』
が
哲
學
的

生
威
と
し
て
解
翻
さ
れ
る
前
に
歴
史
的
産
物
と
し
て
吾
々
の
批
判

の
仕
方
を
一
慮
制
約
す
る
の
は
此
の
意
味
に
於
恥
て
讐
あ
る
o

　
最
近
経
験
さ
れ
る
特
殊
な
薩
會
事
情
に
反
映
し
て
浄
政
治
學
論

の
傳
統
性
を
再
驚
に
附
せ
ん
と
す
る
傭
向
は
屡
禽
過
去
に
於
い
て

も
其
の
學
眈
の
蒋
異
性
の
故
に
顧
み
ら
れ
た
る
ホ
ッ
プ
ス
研
究
を

今
日
再
び
古
典
回
顧
の
前
方
に
押
し
だ
し
て
ゐ
る
一
つ
の
理
由
と

看
倣
さ
れ
る
。
既
に
吾
た
は
斯
る
傾
向
の
下
に
書
か
れ
た
ホ
，
ブ

ス
丈
献
（
麗
V
の
中
、
原
典
の
回
顧
的
祀
蓮
を
超
へ
る
濁
自
σ
批
判

的
立
場
か
ら
傭
統
的
解
鰯
を
訂
正
或
は
否
定
す
る
二
三
の
勢
作
的

研
究
に
接
し
て
ゐ
る
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昌
圏
亀
6
早
一
ゆ
図
騨

）
～
9
響
窃
恥
o
℃
瓢
剛
£
8
罵
Φ
噂
く
o
ぎ
ヨ
o
図
親
噂
O
麟
践
露
一
ン
ピ
凹
噂
窪
織
0

　
9
一
．
ぎ
穿
一
9
g
議
o
↓
F
鵠
o
げ
騨
．
憎
麟
識
♂
一
⇔
o
o
㊥

一
●
ピ
乱
＆
”
援
o
げ
蜜
。
い
o
銭
o
ぷ
一
㊧
9
0
恥
・

其
他
に
も
雑
誌
験
丈
、
3
雫
に
於
け
る
7
望
ア
サ
ソ
旨
露
驕

灘
蝶
多
数
の
ホ
リ
ブ
ス
聞
係
の
諭
著
が
あ
る
。

昌

　
本
稿
で
私
が
紹
介
し
や
う
と
す
る
レ
オ
・
シ
昌
ト
ラ
ウ
ス
博
士

の
新
著
『
ホ
，
ブ
ス
の
政
澄
哲
塵
る
其
の
基
礎
と
其
の
生
成
』
も
ま

た
費
料
の
評
便
、
研
究
の
方
法
、
ま
た
特
に
へ
ー
ゲ
ル
を
引
合
に

す
る
其
の
凋
逸
的
解
縄
に
於
“
て
猟
目
の
内
容
を
展
開
す
る
異
色

の
丈
馨
薯
。
馨
蓼
栄
彰
喬
吉
マ
4
．
一
麦
（
一

＝
二
五
ー
＝
一
〇
四
）
か
ら
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
雛
ン
（
一
七
二
九
ー
一

七
八
六
）
に
至
る
ユ
ダ
ヤ
思
想
史
の
溺
究
家
と
し
て
猫
逸
の
哲
學

界
に
鼠
を
な
し
て
ゐ
る
哲
學
者
で
あ
る
。
最
近
の
彼
の
論
著
と
し

て
筆
者
の
知
葛
も
の
は
他
に
『
カ
ー
ル
㊤
シ
繍
、
、
、
ッ
ト
の
「
政
治
的

な
る
も
の
』
概
念
』
の
評
繹
駅
｝
β
旨
o
祷
賃
”
内
魯
鐘
O
騨
q
一
誓
げ
目
一
茸
一



¢79）

O
鶏
国
o
o
q
旨
両
α
＄
噂
o
嵩
践
u
魯
o
”
．
｝
H
9
マ
h
貸
ω
o
昌
巴
ミ
甘
器
β
，

脇
臥
鴇
酔
，
β
＆
9
臥
9
宕
誓
登
ぎ
ピ
冥
く
罫
℃
・
器
oo
い
）
噺
『
哲
學
と

法
』
（
害
ぎ
8
℃
匡
o
属
且
O
。
鴇
仲
磐
頓
毘
甘
・
這
践
・
）
及
ぴ
『
ス
ビ

ノ
ー
ザ
の
宗
敏
批
制
気
島
o
男
＆
讐
8
鴇
臥
詩
引o
憎
宣
o
国
器
・
閑
臣
ロ
・

ぢ
U
9
）
等
で
あ
る
o
著
者
の
ホ
ッ
プ
ス
研
究
も
を
そ
ら
く
ス
ピ

ノ
ー
ザ
に
よ
る
ホ
ヲ
プ
ス
の
哲
串
、
道
徳
思
想
の
或
部
分
の
縫
承

と
傳
統
恩
想
に
封
す
る
爾
者
の
立
場
の
ギ
衡
性
に
就
い
て
の
彼
の

遭
詣
あ
る
學
識
か
ら
生
れ
た
一
聯
の
研
究
で
あ
ら
う
。
加
へ
て
、

著
者
が
ホ
，
プ
ス
の
組
國
英
國
に
於
い
て
此
の
研
究
を
企
て
た
大

き
な
勤
果
も
等
閑
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
■
い
。
著
者
は
、
之
に
よ

つ
て
、
＝
ハ
七
九
年
ホ
ッ
ブ
ス
の
孤
猫
の
死
に
至
る
生
涯
の
大
牛

を
彼
が
家
附
の
師
傅
と
し
て
寄
寓
せ
る
チ
ャ
ツ
オ
ー
ス
の
デ
ヴ
ォ

ソ
ツ
ヤ
ー
公
爵
家
に
所
藏
さ
れ
る
ホ
ッ
ブ
ス
關
係
書
の
総
目
録
を

探
つ
て
、
個
海
の
原
典
、
未
定
稿
の
ま
』
の
諸
論
篇
の
思
想
形
態
を

ホ
，
プ
ス
自
身
の
経
験
に
跡
づ
け
る
充
分
な
機
會
を
得
て
ゐ
る
。

本
書
の
理
論
構
逡
が
溺
自
の
文
献
的
慣
値
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
勿

論
著
者
の
凋
逸
哲
畢
の
素
養
も
あ
る
が
弗
偏
へ
に
斯
る
著
者
の
旗

　
　
　
　
　
交
獣
紹
介

重
な
研
究
の
手
立
に
負
ふ
も
の
と
謂
へ
る
o

著
者
の
根
本
的
建
前
に
就
い
て
観
れ
ぱ
、
從
楽
の
學
者
の
常
職

で
あ
つ
た
ホ
ッ
プ
ス
の
顧
會
哲
學
思
懇
の
完
結
籍
と
さ
れ
て
ゐ
る

『
デ
・
キ
ー
ヴ
直
、
『
リ
ゾ
ィ
ア
サ
ン
』
等
後
期
の
作
品
の
華
面
的

観
察
か
ら
其
以
前
に
遡
及
し
て
、
思
想
未
完
成
の
時
期
、
そ
れ
だ

け
に
ホ
ッ
ブ
ス
の
肚
會
親
的
個
性
の
＝
麿
張
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
る

時
期
を
軍
観
す
る
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
而
し
て
、
其
闘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

彼
の
思
想
の
素
地
を
序
汝
に
育
成
し
つ
』
あ
つ
た
諸
要
素
を
明
ち

か
に
し
、
更
に
斯
る
要
素
を
其
の
原
典
に
比
鮫
例
謹
し
て
ホ
ッ
プ

ス
に
固
有
す
る
も
の
を
彼
の
先
躍
か
ら
認
別
せ
ん
と
す
る
、
圏
般

に
個
人
を
欝
象
と
す
る
思
想
研
究
の
最
も
困
難
な
仕
事
を
経
て
、

其
の
ト
に
ホ
9
プ
ス
の
政
治
、
道
徳
恩
想
の
褒
展
過
程
を
絞
す
る

こ
と
が
著
者
の
主
要
な
意
圏
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
バ
ー
カ

ー
教
授
の
序
に
つ
い
で
第
一
章
・
序
畿
、
第
二
章
・
遣
徳
的
墓
礎
、

第
三
章
・
ア
瞬
ス
ト
テ
リ
ア
昌
ズ
ム
、
第
四
章
。
貴
族
的
徳
、
第
五

音
τ
圃
囎
家
と
ゆ
欝
教
、
霞
工
ハ
童
茜
歴
史
辱
晒
弟
七
膏
τ
新
噛
追
徳
も
第
八
轟
早
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

新
興
政
治
學
の
八
章
に
分
た
れ
る
。
い
ま
筆
者
が
闘
心
を
も
つ
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
さ
昌



（鋤

　
　
　
　
　
丈
醗
紹
介

分
の
梗
畿
を
簡
軍
に
一
瞥
し
て
み
ゃ
う
。

　
ま
づ
、
ホ
ッ
プ
ス
の
政
治
哲
駆
の
申
嬰
素
と
看
微
さ
れ
る
彼
の

道
徳
的
態
度
を
増
育
せ
る
濫
床
と
し
て
著
者
が
取
上
げ
て
ゐ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

の
は
、
『
ツ
キ
ヂ
デ
ス
』
の
翻
諜
並
に
縄
序
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『
修
欝
畢
』
及
び
『
倫
理
學
』
の
英
語
版
の
編
纂
、
ぺ
ー
コ
ン
の
『
酸

想
録
』
、
詩
篇
『
デ
・
ミ
ラ
ピ
リ
ブ
ス
・
ぺ
，
シ
ー
』
其
他
『
第
一
原
理

に
關
す
る
小
論
』
等
幽
六
四
〇
年
に
其
の
兜
結
を
親
た
彼
の
最
初

の
艦
系
的
薯
作
で
あ
る
『
法
律
原
論
』
公
刊
以
前
に
於
け
る
、
モ
ラ

リ
ス
ト
と
し
て
の
彼
が
自
ら
勝
作
し
或
は
愛
護
せ
る
総
ぺ
て
『
人

聞
的
な
る
も
の
』
を
栄
題
と
す
る
耕
物
で
あ
る
o
著
者
が
斯
や
う
に

ホ
，
プ
ス
の
初
期
の
思
想
と
後
期
の
著
作
と
汐
系
統
的
に
分
離
し

て
考
察
す
る
理
由
は
、
前
期
の
思
想
と
、
ガ
リ
レ
オ
．
デ
カ
ル
ト
に

よ
る
近
代
自
然
科
學
の
影
響
に
立
つ
て
ゐ
る
後
期
の
そ
れ
と
の
闘

に
理
論
的
摩
擦
を
認
識
す
る
た
め
で
あ
る
。
而
し
て
，
斯
る
ホ
ッ
ブ

ス
の
思
想
嚢
展
の
二
期
の
断
暦
に
現
は
れ
る
基
礎
的
反
正
を
考
察

す
る
時
，
彼
の
政
治
哲
學
的
思
惟
を
決
定
的
忙
方
向
づ
け
て
ゐ
る

も
の
が
、
已
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
近
代
心
理
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
七
圏

で
は
な
く
、
謂
は
讐
『
前
科
畢
的
』
な
破
甥
自
の
遺
徳
的
噌
棄
材
』
で

あ
る
こ
と
が
識
れ
る
。
從
つ
て
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
彼
の
學
読
の
眞
相

若
く
は
其
の
肚
會
息
想
史
上
の
正
當
な
債
値
を
理
解
す
ろ
手
立
は

從
衆
多
く
の
畢
者
が
遇
つ
て
重
覗
し
て
來
た
近
代
科
學
の
示
唆
に

因
る
『
分
析
的
綜
合
的
』
誌
識
方
法
の
解
明
に
は
ビ
ま
る
も
の
で
は

な
く
、
彼
の
道
徳
的
素
材
の
中
に
編
絡
し
て
ゐ
る
基
督
歎
的
な
或

ぱ
ス
ト
ア
的
で
さ
へ
あ
る
古
典
的
道
徳
観
と
彼
獅
自
の
道
徳
的
態

向
と
の
本
質
的
分
離
を
試
み
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

　
著
者
が
斯
や
う
な
立
場
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
第
繭
に
問
題
に

す
る
の
は
自
然
法
理
論
鵜
於
け
る
偉
統
型
と
近
代
型
と
の
冨
別
で

あ
る
。
箸
者
に
よ
れ
ぱ
ち
億
統
的
自
然
法
は
主
に
客
観
的
な
『
魂

範
及
び
尺
度
』
で
あ
つ
て
、
入
間
意
思
に
先
行
し
民
つ
人
間
童
思

か
ら
濁
立
し
て
ゐ
る
拘
束
的
秩
序
で
あ
る
o
是
『
封
し
て
近
代
的

自
然
法
は
人
間
意
恩
に
趨
原
す
る
一
聯
の
藷
『
構
利
』
蔚
く
は
主
親

的
要
請
で
あ
る
か
或
は
其
れ
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
お
。
近
代
政

治
學
の
建
設
者
た
る
ホ
ッ
ブ
ス
の
政
治
學
論
と
億
統
的
政
治
哲
學

の
建
設
者
た
る
ブ
ラ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
學
読
と
の
比
絞
［



（瓢，

に
よ
つ
て
此
の
見
解
を
確
立
す
る
こ
と
ぱ
本
書
に
提
示
さ
れ
て
ゐ

る
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
斯
く
自
然
法
を
二
型
態
に
類
洲
ず
る
こ

と
に
就
い
て
は
著
者
か
ら
醗
朋
さ
れ
る
ま
で
ら
な
か
ろ
う
。
（
拙

稿
o
『
ト
マ
ス
●
ホ
，
ブ
ス
の
薩
會
契
約
詮
』
。
本
誌
．
第
十
四
艦
第
四

脱
、
一
七
九
ー
一
八
五
頁
参
照
）
轡
、
荘
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
古

代
若
く
は
中
世
的
傳
統
に
關
聯
し
て
読
明
さ
れ
る
場
合
，
ホ
ッ
ブ

ス
の
自
然
法
概
念
が
解
繹
の
制
限
な
し
に
傅
統
的
な
も
の
か
ら
解

放
さ
れ
て
ゐ
る
と
雷
へ
る
か
如
何
か
と
謂
ふ
こ
と
で
あ
る
。
著
者

は
先
づ
跳
の
問
題
に
就
い
て
、
近
代
的
自
然
法
の
本
質
と
其
の
固

有
的
内
意
が
如
何
な
る
著
書
に
も
勝
つ
て
彼
の
學
読
の
中
に
明
瞭

に
論
及
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
其
の
理
由
は
、
ホ
プ
ッ
ス

が
傳
統
か
ら
離
れ
た
自
然
の
『
法
』
即
ち
客
観
的
秩
序
か
ら
個
立
せ

る
其
自
胆
斯
る
一
切
の
法
。
秩
序
若
く
は
義
務
の
起
原
で
あ
る
主

観
的
嬰
請
，
更
に
謂
へ
ぱ
自
由
の
開
題
か
ら
論
き
だ
し
て
ゐ
る
か

ら
で
あ
る
o
彼
の
政
治
哲
學
の
も
っ
『
凋
創
性
』
が
些
か
の
曖
味
さ

も
な
く
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
道
徳
及
び
政
治
の
原
理
と
し
て

の
比
の
『
槽
利
』
の
概
念
の
た
め
で
あ
る
。
彼
は
鞠
樒
利
』
か
ら
彼

　
　
　
　
　
交
献
紹
介

の
饅
系
を
立
（
嗣
し
、
木
質
的
に
ぱ
『
徳
』
で
あ
る
『
法
一
の
至
上
性
を

拒
否
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
調
念
論
的
簿
畿
に
反
立
し
て
ゐ
る
。
而

か
も
、
其
の
一
面
に
彼
は
道
徳
と
政
治
と
を
斯
る
『
樒
利
』
の
上
に

塞
礎
づ
け
、
直
接
自
然
的
性
向
若
く
は
諸
々
の
欲
求
の
上
に
求
め

な
い
こ
と
に
よ
つ
て
自
然
主
義
的
傳
統
の
反
封
の
側
に
も
立
つ
て

ゐ
る
。
即
ち
、
ホ
ッ
プ
ス
の
『
構
利
』
の
原
理
は
痺
統
的
自
然
法
に

類
す
る
道
徳
原
理
と
、
快
樂
、
彿
求
、
功
利
性
の
如
き
肩
然
原
理

と
の
中
間
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
る
中
間
性
は
近
代

自
然
科
學
に
よ
つ
て
置
き
か
へ
ら
れ
距
億
統
的
形
而
上
學
の
『
ア

ソ
ツ
讐
ポ
モ
思
フ
イ
ズ
ム
』
の
追
放
に
原
因
す
る
o
傅
統
に
封
す

る
『
ア
ン
ツ
認
求
モ
ー
フ
イ
〆
ム
』
の
否
定
為
即
ち
二
切
の
目
的
意

恩
と
完
全
性
の
観
念
を
放
棄
す
る
近
代
科
學
の
適
翔
は
ホ
，
プ
ス

の
全
罷
罷
系
に
観
取
さ
れ
る
矛
濱
の
封
立
を
示
ず
も
の
で
あ
る
o

此
の
矛
盾
を
剖
い
て
、
自
然
科
學
的
哲
學
者
と
し
て
の
ホ
，
プ
ス

と
『
人
間
と
態
度
』
の
慣
謹
し
や
か
な
る
鶴
察
者
と
し
て
の
象
，
プ

ス
を
二
重
に
論
明
す
る
と
と
は
從
來
鳩
屡
女
こ
』
ろ
み
ら
れ
海
醤

論
見
で
あ
る
o
併
し
、
幾
る
矛
盾
は
矛
盾
自
醗
と
し
て
一
慮
醗
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
露
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叉
麟
紹
　
介

さ
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
◎
薯
奢
の
や
う
に
矛
盾
の
起
因

を
分
解
し
た
か
ら
と
て
彼
の
恩
葱
罷
系
，
殊
に
其
の
歴
史
的
便
値

は
斯
る
矛
盾
を
一
盟
と
し
て
親
察
す
る
こ
と
を
離
れ
て
読
明
さ
れ

る
も
の
で
は
な
単
。
『
人
聞
と
態
度
』
忙
關
す
る
ホ
ブ
ス
の
『
前
科

學
的
』
思
想
を
一
面
的
に
偏
し
て
解
析
す
る
著
者
の
企
て
に
は
，
そ

れ
に
も
か
、
は
ら
す
共
の
巡
程
に
趣
の
あ
る
い
く
つ
か
の
示
唆
を

含
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
等
閑
に
す
る
も
の
で
は
な
い
o
斯
る
示
唆
の

中
、
著
者
が
ホ
，
ブ
ス
の
道
穗
親
念
を
も
つ
て
ブ
ル
ジ
噌
ア
形
態

と
看
徽
す
醗
嫁
塞
書
め
も
つ
大
豊
な
寄
與
の
一
つ
で
あ
る
。
著
者

に
よ
る
ホ
，
ブ
ス
の
ブ
ル
ジ
田
ア
的
道
徳
観
の
認
定
は
、
此
の
場

合
も
ホ
，
プ
ス
の
思
想
艦
系
の
遭
徳
的
索
材
か
ら
古
典
的
道
徳
観

念
を
質
別
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
果
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
著
者
は
逡
般
の
立
場
か
ら
、
ま
づ
希
臓
古
典
を
引
詮
し
つ
』
ホ

ッ
プ
ス
の
張
慶
の
ヒ
昌
ー
マ
昌
ズ
ム
的
闘
心
を
問
題
に
し
．
更
に

其
れ
が
ギ
ャ
ヴ
，
呂
ン
デ
ィ
シ
昌
家
と
の
交
際
に
よ
つ
て
貴
族
的
傾

向
を
追
加
す
る
に
至
つ
た
事
情
を
序
述
す
る
。
更
に
論
述
を
軍
ね

て
，
榮
饗
（
7
8
0
畦
）
，
武
勇
（
8
昌
轟
鴨
）
、
度
量
（
ヨ
£
壁
且
且
蔓
）
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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の
『
英
雄
的
』
な
そ
し
て
同
時
紅
『
貴
族
的
』
な
要
素
を
も
つ
諸
徳
瀞

ホ
ッ
ブ
ス
の
溢
徳
槻
念
か
ら
追
ぴ
だ
さ
れ
、
一
切
の
規
範
力
を
喪

失
し
た
翠
な
る
構
愛
鑑
滑
の
見
榮
、
虚
構
と
解
さ
れ
、
趣
に
は
ホ

，
ブ
ス
に
と
つ
て
英
雄
的
徳
の
特
性
に
他
な
ら
な
い
既
の
貴
族
的

徳
の
最
期
の
避
難
研
で
あ
つ
た
詩
、
歴
史
も
や
が
て
英
雄
的
た
も

の
が
其
れ
ら
か
ら
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
『
國
王
の
事
柄
』
の
み
な

ら
す
『
庶
民
の
事
柄
臨
を
も
劃
象
と
す
る
時
代
に
立
至
つ
た
際
、
貴

族
的
徳
は
彼
か
ら
も
寛
容
な
き
批
剰
を
蒙
む
る
に
至
つ
た
序
程
を

個
女
の
著
作
を
通
縫
し
て
論
謹
す
る
o
梅
し
て
、
ホ
ワ
プ
ス
鷹
よ

る
貴
族
的
徳
の
批
判
は
艘
後
の
分
析
に
於
い
て
、
『
榮
審
』
に
代
る

『
非
業
の
死
の
恐
怖
隔
（
帯
o
皆
舞
亀
≦
o
冨
暮
ユ
舞
昏
）
を
措
定
す

る
も
の
で
あ
つ
た
o
ま
た
『
自
誇
』
（
凛
髭
①
）
、
『
自
負
』
（
琶
や

8
樗
卑
）
等
の
宥
ぢ
ゆ
る
人
間
衝
動
の
基
原
も
其
の
唯
一
の
原
態

と
し
て
『
死
の
恐
怖
』
（
盆
畦
亀
ユ
露
昏
）
に
還
元
さ
れ
、
斯
く
し

て
克
服
欲
（
o
壽
撃
日
程
竃
ユ
b
鴨
倉
巴
雛
）
の
み
を
基
本
的
徳
と
考
へ

る
、
薯
者
の
所
謂
開
プ
ル
ジ
・
ア
道
徳
の
確
立
』
．
從
つ
て
ま
た
其

れ
は
ブ
ル
ジ
魍
ア
的
國
民
國
家
と
し
て
の
『
リ
ゾ
ィ
ア
サ
ン
』
の
成
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立
を
告
げ
る
序
曲
で
あ
る
o

　
ホ
ッ
プ
ス
に
と
つ
て
、
賞
に
恐
怖
は
有
ら
ゆ
る
正
し
い
態
度
の

完
全
な
る
動
機
で
あ
る
し
、
特
に
其
れ
は
國
家
成
立
の
完
全
な
る

動
機
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
『
恐
怖
』
若
く
は
『
非
業
の
死

の
恐
怖
』
か
ら
生
ぜ
ざ
る
如
何
な
る
徳
も
是
認
す
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
o
然
ら
ぱ
、
恐
怖
の
観
念
は
何
故
確
貴
族
的
徳
を
追
放
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
砂
か
o
其
れ
は
『
恐
怖
』
と
『
榮
番
』
と
が
愛
協

の
で
き
な
｝
性
質
を
園
有
す
る
か
ら
で
、
『
榮
轡
』
は
ホ
ッ
ブ
ス
に

と
つ
て
準
和
の
徳
で
あ
る
と
と
も
に
戦
孚
の
徳
と
し
て
も
認
め
ら

れ
之
の
で
あ
つ
て
、
其
れ
は
所
詮
厩
義
に
反
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
從
つ
て
徳
の
観
念
；
般
に
封
立
す
る
も
の
と
解
さ
れ
た
o

　
ホ
，
ブ
ス
の
道
徳
親
の
具
髄
的
意
義
が
最
も
明
瞭
に
現
は
れ
て

來
る
の
は
彼
の
最
後
期
の
作
品
で
あ
る
『
ベ
ヒ
モ
ー
ス
』
で
あ
る
。

革
命
の
原
因
及
び
経
過
に
關
す
る
此
轡
の
鋤
剰
は
主
と
し
て
長
老

敦
會
の
信
侶
と
中
産
階
級
に
封
し
て
向
け
ら
れ
た
o
即
ち
、
是
等

の
二
集
團
に
ホ
，
ブ
ス
の
読
に
從
へ
ば
、
革
命
勃
嚢
の
主
因
で
あ

つ
た
o
長
老
敦
會
の
倫
侶
は
彼
等
の
既
法
を
中
産
階
級
の
利
害
に

　
　
　
　
　
糞
獣
紹
分

都
合
よ
く
適
合
せ
し
め
た
の
で
あ
る
o
長
老
教
會
の
借
侶
遽
を
脇

役
に
自
己
の
商
業
的
繁
榮
を
希
求
せ
る
中
産
階
級
は
革
命
を
自
然

手
引
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
o
斯
く
て
、
噌
見
ホ
少
プ
ス
は
中
産
階

級
の
決
定
的
な
反
劉
者
の
や
う
に
観
へ
る
が
、
彼
の
攻
論
的
態
度

は
英
國
に
於
け
る
中
産
陽
級
の
政
策
に
封
し
て
事
實
上
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
中
産
階
級
其
着
、
其
の
存
在
、
其
の
理

想
に
反
封
せ
る
も
の
で
は
な
か
ρ
た
。
彼
の
最
後
の
言
葉
は
、
中

産
階
級
が
有
ら
ゆ
る
種
類
の
そ
し
て
総
ぺ
て
の
革
命
の
主
因
で
訪

る
と
冒
ふ
の
で
は
な
く
て
，
醤
斯
る
限
度
に
於
恥
て
英
國
の
中
産

階
級
が
自
己
の
利
害
に
反
し
て
行
動
せ
る
事
實
を
指
摘
し
、
若
し

彼
等
が
個
人
的
な
儲
に
麗
す
る
自
己
の
欲
求
を
垣
し
く
理
解
し
て

ゐ
た
な
ら
ぱ
，
彼
等
は
無
條
件
に
で
も
性
俗
櫨
に
隷
從
し
た
で
あ

ら
う
乏
冒
ふ
の
で
あ
る
。
事
實
、
ホ
ッ
プ
ス
は
中
薦
階
級
其
者
に

就
い
て
は
輔
態
の
批
剰
か
ら
離
れ
て
、
搾
取
、
勢
働
、
私
有
財
産
、
課

税
の
諸
閥
題
に
關
す
る
披
の
理
想
が
適
確
に
プ
ル
瞬
卿
ア
的
観
念

で
あ
る
こ
と
を
宣
明
す
る
哲
學
的
論
謹
を
さ
へ
興
へ
て
ゐ
る
o
國

内
外
の
李
莉
と
併
立
し
て
禰
人
的
富
殖
の
自
由
は
集
團
虫
活
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
噸
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丈
鹸
紹
介

つ
て
最
高
の
目
的
で
あ
る
o
吾
々
の
感
発
的
欲
求
に
適
慮
す
る
善

と
斯
る
善
を
取
得
す
る
手
段
を
外
に
し
て
は
現
實
の
善
は
存
在
し

な
栖
o
人
間
の
力
と
人
間
の
宰
稿
の
堆
大
を
等
閑
に
し
て
は
、
如

何
程
の
愉
焼
を
與
へ
る
科
學
で
あ
ら
う
と
其
の
使
命
を
誇
示
す
る

を
得
な
い
o
而
し
て
、
人
間
の
幸
糊
は
主
に
ブ
ル
ジ
胃
ア
瀧
會
の

徳
で
あ
る
舅
働
と
節
約
と
に
よ
つ
て
完
成
さ
れ
る
o
人
類
に
劃
す

る
自
然
の
恩
恵
も
交
易
、
産
粟
に
比
す
れ
ぱ
幸
編
の
完
成
に
と
つ

て
さ
ま
で
重
要
で
は
な
い
。
『
リ
プ
ィ
ア
サ
ン
』
の
存
在
理
由
は
、
斯

ぐ
し
て
尼
當
な
そ
し
て
中
庸
な
自
己
富
殖
を
事
と
し
、
総
べ
て
の

商
品
の
如
く
に
其
の
努
働
力
を
費
買
す
る
個
人
の
保
謹
に
あ
る
。

一
，
方
、
課
税
は
個
人
が
『
リ
ブ
ィ
ア
サ
ン
』
の
『
公
劒
』
的
保
護
に
封

し
主
槽
者
に
仕
佛
ふ
賃
銀
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

　
ホ
，
プ
ス
は
中
産
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
葺
に
國
王
の
徳
を
張
制

す
る
こ
と
な
く
、
反
つ
て
中
産
階
級
の
徳
を
典
型
と
し
て
國
王
に

押
し
つ
け
や
う
と
す
る
o
即
ち
、
ホ
ッ
ブ
ス
に
ょ
れ
ば
、
節
約
は
ま

た
國
王
の
徳
で
も
あ
る
o
何
と
な
れ
ば
、
共
れ
は
公
共
の
謄
蓄
を
増

殖
す
る
か
ら
で
あ
る
o
國
王
は
王
た
る
櫨
利
を
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八

の
精
紳
及
ぴ
利
轡
の
立
場
に
於
い
て
行
使
す
る
⑫
衡
軍
と
合
法
的

保
障
を
完
備
し
、
貴
族
融
會
の
禽
誇
と
潜
断
を
斥
け
る
も
ま
た
國

王
の
仕
事
響
あ
る
〇
一
面
、
ホ
，
プ
ス
は
貴
族
政
の
特
質
を
翻
人

的
に
は
高
く
評
慣
し
て
ゐ
る
が
、
彼
0
政
治
哲
學
は
プ
ル
ジ
尉
γ

的
支
配
の
名
に
於
い
て
貴
族
的
支
配
に
反
封
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ

て
、
彼
の
道
徳
観
は
完
全
に
ブ
ル
ジ
珊
ア
就
會
に
於
け
る
脚
典
型

で
あ
る
o
プ
ル
瞬
縛
ア
夢
1
に
封
す
る
彼
の
鋭
“
批
醐
さ
へ
も

が
、
ブ
ル
ツ
層
ア
翻
1
に
彼
等
の
存
在
の
基
礎
的
條
件
に
就
晒
て

反
省
せ
し
め
る
以
外
の
目
的
を
其
の
論
底
に
も
つ
も
の
で
は
な

い
。
而
し
て
、
此
の
條
件
と
は
勤
勉
と
笛
約
或
は
プ
ル
瞬
蛤
ア
夢

1
の
濁
特
の
努
力
で
も
な
く
，
ブ
ル
鱗
萄
ア
ジ
ー
が
其
の
宿
命
的

自
力
で
は
保
護
す
る
こ
と
の
で
聖
き
な
い
身
盟
と
精
紳
の
保
障
で
あ

る
。
跳
の
理
由
か
ら
、
國
王
の
櫨
力
は
財
産
に
就
い
て
さ
へ
も
無

制
限
な
櫃
力
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

斯
る
條
仲
の
上
に
の
み
柔
構
者
の
椴
力
は
實
際
に
臣
民
の
生
命
を

防
衛
し
得
る
。
貧
函
、
腿
制
塾
掠
奪
で
は
な
く
も
最
大
の
そ
し
て

最
上
の
悪
は
彼
等
ブ
ル
ッ
層
ア
ρ
1
に
と
つ
て
死
の
恐
怖
で
あ
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る
o
ホ
ッ
ブ
ス
が
大
都
會
の
佳
民
よ
り
田
舎
の
人
逡
を
愛
し
た
事

實
は
，
彼
が
肚
會
の
虚
實
な
快
樂
よ
む
も
自
然
駿
態
の
恐
怖
を
愛

し
た
と
謂
ふ
講
示
の
外
に
何
等
の
意
味
キ
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

其
れ
は
彼
れ
が
斯
る
恐
怖
の
自
意
識
の
上
に
の
み
眞
實
の
そ
し
て

永
績
す
ゐ
肚
會
が
存
立
す
る
と
考
へ
た
か
ら
で
、
か
や
弓
な
恐
怖

の
露
園
を
現
賞
に
経
験
し
な
い
と
ヒ
ろ
の
プ
ル
ツ
躍
ア
ツ
聾
の
存

在
は
、
彼
等
が
斯
る
恐
怖
を
追
憶
的
に
意
識
す
る
間
の
み
縫
存
ず

る
に
と
讐
ま
る
o
薯
”
者
に
よ
れ
”
ぱ
、
へ
璽
ゲ
ル
の
ブ
ル
．
ジ
冒
ア
ジ

ー
に
封
す
る
批
判
は
自
然
瓶
態
を
前
提
に
し
て
立
論
す
る
ホ
ッ
プ

ス
の
斯
る
道
徳
親
と
の
同
一
性
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
薯
者
の
観
察
に
よ
れ
ぱ
、
ホ
，
プ
ス
の
政
治
思
想
の
生
成
週
程

は
ま
た
實
に
彼
の
斯
や
う
な
遣
徳
思
想
の
嚢
展
と
併
行
し
て
、
而

か
も
其
れ
は
道
徳
的
な
る
も
の
、
う
ち
に
要
約
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
o
ホ
ッ
プ
ス
が
最
初
政
治
哲
學
の
理
論
的
基
礎
と
し

て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
、
而
か
も
彼
が
『
最
悪
の
教
師
』
と
呼
ぺ

る
希
磯
の
哲
人
か
ら
借
諭
せ
る
遽
徳
原
理
を
経
験
づ
け
る
た
め
に

歴
史
に
著
意
し
た
の
は
『
理
性
』
に
封
す
る
ホ
，
ブ
ス
自
ら
の
不
信

　
　
　
　
　
丈
賦
紹
　
介

に
因
る
も
の
で
あ
つ
た
、
併
し
、
哲
學
が
定
立
し
、
哲
學
自
醗
が

其
の
適
用
に
封
し
何
等
の
手
立
を
も
も
た
撫
恥
融
會
規
範
鷹
就
栖

て
は
、
歴
史
も
邊
た
欝
に
理
性
を
超
へ
る
人
聞
情
感
の
混
蹴
を
示

す
に
過
ぎ
な
い
ヒ
と
を
識
つ
た
o
即
ち
、
歴
史
の
唯
一
の
仕
事
ば

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
傳
統
的
横
威
の
樫
機
か
ら
人
問
を
解
放
す

る
こ
と
に
役
立
て
る
こ
と
だ
け
響
あ
つ
た
。
序
い
で
も
彼
の
η
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

闘
論
』
の
原
理
的
確
立
は
再
び
彼
を
罐
史
的
關
心
か
ら
哲
學
的
關

心
へ
逆
行
せ
し
め
る
機
會
を
つ
く
っ
た
。
而
か
も
、
其
の
塀
合
彼

が
還
る
ぺ
き
新
哲
學
は
、
完
全
概
念
と
し
て
の
理
論
性
を
も
つ
と

倶
に
完
全
力
と
し
て
の
悔
饒
牲
を
も
う
國
家
融
會
の
維
封
主
権
幡

封
す
る
信
仰
の
上
に
確
固
た
る
墓
礎
を
置
い
た
融
會
哲
畢
の
外
楓

観
い
だ
す
こ
と
が
で
き
癒
か
つ
た
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
留
回

　
顧
み
る
に
、
從
廉
の
象
ッ
ブ
ス
研
究
は
、
例
へ
ば
彼
の
『
人
性

論
』
に
附
せ
ら
れ
た
昌
轟
琶
カ
ッ
ス
ル
伯
に
封
す
る
献
文
（
拙
稿
◎

前
掲
論
文
九
四
頁
参
照
）
の
彼
自
ら
の
言
葉
を
酌
量
し
、
飼
人
意
恩

の
繰
質
．
示
向
に
闘
す
る
具
盤
的
規
定
が
彼
の
哲
學
的
思
欝
に
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
七
塊
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交
醗
姻
紹
＝
介

行
す
る
運
動
論
的
心
理
論
か
ら
引
琶
だ
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提

理
由
と
し
て
余
り
に
も
膿
系
の
方
法
論
的
構
成
を
問
題
に
す
る
傾

向
が
親
ら
れ
た
o
併
乍
、
著
者
の
示
す
や
う
に
自
然
科
學
的
方
法

の
趙
用
が
彼
の
髄
系
に
中
軸
的
役
剣
を
演
じ
て
は
ゐ
な
い
に
し
て

も
、
其
の
道
徳
親
の
分
析
に
偏
す
る
こ
と
は
或
る
場
合
に
は
反
つ

て
解
稗
の
行
愚
を
胃
す
倶
れ
が
あ
る
。
本
轡
を
通
省
し
て
特
に
筆

者
が
斯
る
意
味
の
疑
問
符
を
附
す
る
は
、
自
然
叢
か
ら
肚
會
歌

態
に
至
る
論
理
趙
程
を
ホ
，
ブ
ス
が
歴
史
的
關
心
か
ら
哲
學
的
關

心
べ
逆
向
し
た
契
機
に
結
合
さ
せ
て
解
隷
す
る
酷
で
あ
る
。
『
暴
力

と
詐
欺
を
基
本
的
徳
』
と
し
て
各
人
が
一
切
の
物
に
権
利
を
有
す

る
と
論
く
ホ
ッ
ソ
ス
の
自
然
欣
態
に
就
い
て
、
著
者
は
從
つ
て
各

人
の
弔
等
な
み
自
然
瓶
態
に
於
い
て
は
．
普
遍
す
る
自
然
的
秩
序

な
く
．
そ
こ
に
は
人
間
の
自
然
的
階
級
と
網
ふ
も
の
は
考
へ
ら
れ

救
い
と
述
ぺ
て
ゐ
る
o
是
は
ホ
ッ
ブ
ス
の
政
治
哲
學
を
し
て
傳
統

的
政
治
哲
學
の
基
礎
か
ら
分
雛
し
て
ゐ
る
一
つ
の
理
由
で
あ
る
に

は
遠
ひ
な
い
o
併
乍
、
著
者
の
解
縄
す
る
や
う
に
『
小
数
の
賢
者
と

多
数
の
愚
奢
と
の
間
の
差
等
』
を
抹
殺
す
る
意
圓
で
ホ
ッ
ブ
ス
の
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人
間
季
等
論
が
唱
へ
ら
れ
た
か
は
疑
問
な
し
に
肯
定
で
き
な
炉
。

斯
る
薯
者
の
態
鹿
は
、
円
寧
ゾ
ィ
ア
サ
ン
』
の
生
成
過
程
を
も
彼
の

歴
爽
研
究
の
韓
向
と
關
係
さ
せ
て
観
察
す
る
結
果
、
繕
封
主
棲
醗

を
も
人
間
の
逡
徳
的
霞
等
の
本
質
と
起
療
を
解
決
す
る
企
園
を
も

つ
と
看
微
す
無
理
な
附
會
詮
に
を
ち
い
つ
て
ゐ
る
o

　
併
乍
、
是
等
の
二
三
の
疑
問
と
建
設
的
概
判
の
不
足
を
省
け
ぱ
、

大
盟
に
於
て
原
典
の
細
圓
に
關
す
る
著
者
の
系
統
立
つ
た
攻
究
は

興
味
あ
る
㎞
く
つ
か
の
閥
題
を
提
示
し
て
ゐ
る
。
其
の
一
つ
は
醜

に
述
ぺ
た
や
う
に
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
道
徳
観
の
完
成
形
態
炉
十
七
世

紀
英
國
の
肚
會
性
絡
た
る
プ
ル
爵
購
ア
性
を
完
全
に
内
映
す
る
に

至
つ
た
経
遡
の
叙
述
で
あ
る
o
吾
肉
は
就
に
此
種
の
試
圖
の
下
に

量
日
か
れ
た
興
味
あ
る
一
書
リ
壇
プ
ス
著
『
英
國
大
革
命
の
諸
政
黙

に
封
す
る
ト
マ
ス
．
ホ
ッ
プ
ス
の
憲
度
象
》
窪
萄
“
O
け
聾
＆
屑
内

自
盤
月
『
o
暴
肋
　
国
o
げ
び
鵬
国
昌
儀
o
謬
　
℃
o
目
酔
冨
o
げ
o
口
　
喧
や
旨
o
貯
昌
ム
霧

αq

幅
8
駒
。
昌
臼
嘘
騨
鼻
g
即
雲
o
一
島
g
・
冨
甘
銭
鮮
ぢ
鴇
・
）
に
於
い

て
，
ホ
ッ
プ
ス
が
實
際
に
経
験
せ
る
生
活
上
の
熊
度
、
行
欝
に
關

す
る
實
鐙
的
、
歴
史
的
資
料
か
ら
隔
從
楽
彼
を
誕
も
な
し
に
勤
王



（麟）

家
と
断
定
し
さ
る
『
傳
読
』
が
自
光
の
下
に
解
剖
さ
れ
た
の
を
観

た
。
併
し
、
リ
ッ
プ
ス
は
．
其
の
大
饅
の
論
旨
に
於
い
て
、
當
時
の

肚
會
状
勢
と
か
、
民
電
革
命
の
指
導
者
た
る
ク
腿
ム
エ
ル
と
の
交

際
關
係
、
書
翰
或
は
大
陸
亡
命
の
助
機
等
の
傍
系
的
資
料
に
よ
つ

て
自
読
を
立
て
る
以
外
、
原
典
に
就
い
て
は
其
の
道
徳
的
論
擦
を

充
分
に
探
め
覚
め
る
こ
と
を
企
て
』
ゐ
な
恥
o
是
れ
は
吾
々
の
關

心
を
傳
記
の
反
省
に
追
ひ
や
る
だ
け
で
、
ホ
，
ブ
ス
の
政
治
哲
學

に
観
ら
れ
る
、
所
與
の
政
治
現
象
が
分
析
さ
れ
て
其
の
原
質
的
原

因
た
る
個
人
慧
思
に
選
元
さ
れ
る
と
と
も
に
斯
る
要
因
か
ら
集
團

窯
思
の
存
在
を
立
論
せ
ん
と
す
る
過
程
、
謂
ひ
か
へ
れ
ば
『
合
理
的

な
ら
ざ
る
』
個
盟
か
ら
『
合
理
的
な
』
全
胆
へ
の
嚢
展
過
程
に
ブ
ル

ジ
曽
ア
政
治
の
『
新
』
擁
謹
者
と
し
て
の
ホ
ッ
ブ
ス
を
反
映
せ
し
め

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
．
而
し
て
、
彼
の
學
読
に
就
い
て
は
依
然
と
し

て
英
國
勤
王
論
の
一
典
型
と
し
て
放
任
す
る
か
若
く
は
傳
記
ど
學

読
を
張
ひ
て
附
會
せ
し
め
る
自
罎
撞
著
を
胃
す
厭
ひ
が
あ
る
④
既

の
酷
、
本
書
と
リ
ッ
プ
ス
の
著
書
と
は
長
短
相
償
ふ
好
箇
の
姉
妹

旛
で
あ
る
。
『
光
榮
童
命
』
を
直
前
に
向
人
身
保
護
律
』
の
布
令
さ

　
　
　
　
　
丈
駅
紹
介

れ
た
一
六
七
九
年
に
於
け
る
彼
の
死
後
永
ら
く
『
勤
王
論
者
恥
マ

ス
。
ホ
ヲ
プ
ス
』
と
し
て
英
國
憲
政
の
裏
面
史
の
う
ち
に
同
顧
さ
れ

た
ホ
，
ブ
ス
は
斯
ぐ
て
劃
潮
的
な
此
の
二
著
を
通
し
て
、
『
瑳
主
駒

プ
ル
ジ
齎
ア
ザ
警
の
左
観
者
』
と
し
て
の
新
た
な
る
肯
像
を
素
描

さ
れ
た
課
で
あ
る
o
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